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1
0
0
年
に
1
度
の

渋
谷
の
ま
ち
大
改
革
が
進
行
中

　

大
正
時
代
、
忠
犬
ハ
チ
が
主
人
を
待

ち
続
け
て
い
た
渋
谷
駅
。
そ
れ
か
ら
約

1
0
0
年
、
ハ
チ
の
銅
像
が
佇
む
渋
谷

駅
は
、
1
日
あ
た
り
3
0
0
万
人
以
上

も
の
乗
降
客
が
利
用
す
る
日
本
有
数
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

そ
し
て
い
ま
、
渋
谷
駅
周
辺
で
は
大
規

模
な
再
開
発
が
進
行
中
だ
。
J
R
東
日

本
、
東
急
電
鉄
、
東
京
メ
ト
ロ
、
京
王

電
鉄
の
6
駅
8
線
の
鉄
道
が
乗
り
入
れ

る
渋
谷
駅
を
中
心
に
し
て
、
工
事
エ
リ

ア
は
道
玄
坂
か
ら
桜
丘
へ
と
広
が
り
、

都
内
最
大
級
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
含

む
壮
大
な
規
模
に
及
ん
で
い
る
。

　

い
ま
、
な
ぜ
大
規
模
な
再
開
発
が
必

要
な
の
か
。
そ
も
そ
も
渋
谷
駅
は
、
明

治
期
に
開
業
し
て
以
来
、
東
京
の
発
展

と
と
も
に
段
階
的
に
整
備
さ
れ
、
移

設
、
増
改
築
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
渋

谷
の
語
源
と
も
な
っ
た
谷
地
形
で
も
あ

っ
た
た
め
に
、
動
線
も
複
雑
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
で
き
な
い
う
え
、
施
設

の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を

抜
本
的
に
改
良
し
、
多
く
の
人
が
集

い
、
文
化
を
発
信
す
る
渋
谷
の
強
み
を

生
か
し
な
が
ら
「
日
本
一
訪
れ
た
い

街
」
に
し
よ
う
、
と
い
う
官
民
連
携
で

の
再
開
発
が
計
画
さ
れ
た
の
だ
。

り
あ
る
。

　

そ
れ
を
物
語
る
1
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
、
東
口
駅
前
広
場
に
あ
る
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
一
晩
で
北
側
に
集
約
し
た
こ

と
で
あ
る
。

　

な
に
し
ろ
、
1
日
の
バ
ス
の
発
着
数

は
非
常
に
多
い
。
路
線
バ
ス
は
通
勤
だ

け
で
な
く
通
学
に
も
使
わ
れ
、
利
用
者

は
膨
大
だ
。
そ
の
動
き
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
工
事
は
、
主
に

終
バ
ス
か
ら
始
発
バ
ス
ま
で
の
短
い
時

間
で
実
施
。
駅
前
広
場
に
大
型
重
機
を

入
れ
、
粛
々
と
着
実
に
進
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
5
年
の
5
月
30
日
、

終
バ
ス
が
出
た
後
に
バ
ス
乗
降
場
の
移

動
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
を
行

い
全
て
の
工
事
を
完
了
。
翌
午
前
6
時

30
分
、
新
た
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

の
バ
ス
発
車
を
見
届
け
た
。

　

8
月
末
、
未
だ
工
事
が
続
く
地
下
に

潜
っ
た
。
狭
く
て
急
な
鉄
板
の
階
段
を

何
段
も
降
り
、
細
い
通
路
を
辿
っ
て
た

ど
り
つ
い
た
の
は
、
東
口
広
場
地
下
部

分
予
定
地
。
将
来
は
広
さ
約
1
6
0
0

㎡
、
天
井
高
約
7
m
の
広
大
な
広
場
が

で
き
る
と
い
う
。
2
0
2
0
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
頃
に
は
、
こ
の
工
事
現
場
が
一

転
、
明
る
く
開
放
的
な
空
間
に
な
っ
て

多
く
の
人
が
行
き
交
う
か
と
思
う
と
、

不
思
議
な
感
覚
に
陥
っ
た
。

　

縁
の
下
の
下
の
力
持
ち
の
役
割

　

渋
谷
の
大
工
事
の
困
難
さ
は
、
技
術

的
な
難
し
さ
だ
け
で
は
な
い
。
関
わ
り

の
あ
る
事
業
を
進
め
る
者
は
国
を
始

め
、
東
京
都
、
渋
谷
区
な
ど
行
政
機
関

と
、
J
R
東
日
本
、
東
急
電
鉄
、
東
京

メ
ト
ロ
な
ど
の
民
間
鉄
道
事
業
者
な

ど
。
遂
行
す
る
事
業
は
J
R
の
駅
改
良

や
銀
座
線
の
駅
移
設
、
駅
ビ
ル
建
設
、

駅
前
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
改
善
、
隣

接
す
る
国
道
の
改
良
…
と
、
複
数
の
団

体
が
進
め
る
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

同
時
進
行
し
な
が
ら
、
人
と
鉄
道
、
車

の
流
れ
を
極
力
止
め
る
こ
と
な
く
進
め

る
の
は
、
ま
さ
に
至
難
の
業
だ
。

　

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
複
雑
か
つ

重
層
的
な
事
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、

U
R
だ
。
多
摩
や
港
北
な
ど
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
か
ら
、
大
手
町
な
ど
の
既

成
市
街
地
の
再
開
発
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
膨
大
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

と
、独
立
行
政
法
人
で
あ
る
公
正
・
中

立
な
立
場
を
生
か
し
、
い
ま
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
都
市
再
生
事
業
を
遂
行
し
て

き
た
。渋
谷
駅
街
区
で
は
東
急
電
鉄
と

　

駅
前
広
場
を
一
晩
で
改
造

　

と
は
い
え
、
日
本
有
数
の
乗
降
客
、

の
共
同
施
行
者
で
は
あ
る
が
、主
に
技

術
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

「
具
体
的
に
は
、
実
際
の
東
急
電
鉄
さ

ん
の
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

U
R
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
提
供
し
て
計
画
立
案
を
支
援
し

つ
つ
、
行
政
機
関
や
関
係
者
と
の
合
意

形
成
の
た
め
の
協
議
・
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
説
明
す
る
の
は
U
R
渋
谷

駅
エ
リ
ア
計
画
課
の
阿
部
英
和
だ
。

　

先
述
の
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移

設
を
例
に
取
ろ
う
。
同
課
の
基
盤
調
整

担
当
の
五
味
将
典
に
よ
る
と
、
計
画
の

段
階
か
ら
、
関
係
す
る
警
視
庁
や
東
京

都
、
都
バ
ス
、
渋
谷
区
な
ど
関
係
者
ら

と
協
議
を
重
ね
、
道
路
交
通
法
な
ど
の

様
々
な
法
的
手
続
き
を
行
っ
て
き
た
。

何
年
に
も
わ
た
る
丁
寧
で
根
気
強
い
調

整
と
協
議
の
成
果
が
、
一
晩
で
の
移
設

の
成
功
と
し
て
実
っ
た
と
い
う
。

「
行
政
協
議
な
ど
で
は
、
セ
ク
シ
ョ
ン

ご
と
の
違
い
も
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
法

律
も
違
い
ま
す
。
調
整
に
か
か
わ
る
人

の
多
さ
は
膨
大
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

名
刺
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
」と
笑
う
。

「
渋
谷
駅
街
区
に
お
い
て
我
々
の
仕
事

は
、
い
わ
ば
縁
の
下
の
下
の
力
持
ち
で

す
。
た
と
え
ば
、
道
路
、
下
水
や
河
川

な
ど
を
整
備
し
、
そ
の
計
画
を
円
滑
に

鉄
道
、
車
の
流
れ
を
極
力
止
め
る
こ
と

な
く
進
め
る
工
事
の
難
解
さ
、
複
雑

さ
、
規
模
の
大
き
さ
は
想
像
す
る
に
余

遂
行
す
る
た
め
の
調
整
を
す
る
の

が
役
割
。
普
段
は
注
目
さ
れ
る
施
設
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
上
手
く
行

っ
て
い
な
い
と
生
活
が
不
便
に
感
じ
る

わ
け
で
、
逆
に
注
目
さ
れ
な
い
こ
と
が

い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
阿

部
。

　

16
年
と
い
う
長
い
年
月
を
か
け
、
2

0
2
7
年
度
に
完
成
予
定
と
い
う
渋
谷

駅
周
辺
で
の
再
開
発
。
デ
ッ
キ
の
整
備

や
ア
ー
バ
ン
・
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
立
体

的
な
歩
行
者
動
線
で
上
下
左
右
の
移
動

が
ラ
ク
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
銀
座
線

や
J
R
線
の
ホ
ー
ム
移
設
で
電
車
の
乗

り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、「
歩
行

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
に
生
ま
れ
変
わ

る
と
い
う
。
来
年
秋
に
は
旧
東
横
線
渋

谷
駅
の
ホ
ー
ム
お
よ
び
線
路
跡
地
周

辺
、
そ
の
翌
年
に
渋
谷
駅
街
区
東
棟
、

旧
東
急
プ
ラ
ザ
渋
谷

跡
地
周
辺
に
ビ
ル
が

開
業
す
る
な
ど
、
未

来
の
形
も
徐
々
に
見

え
始
め
た
。多
く
の

人
の
努
力
と
思
い
を

抱
き
な
が
ら
、渋
谷

は
蛹

さ
な
ぎか
ら
美
し
い
蝶

へ
と
着
々
と
変
貌
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
。

渋
谷
駅
街
区

土
地
区
画
整
理
事
業

（
2
0
1
0
年
●
平
成
22
年
〜
）
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